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いきいき交流教室 11 月 21 日(土)のいきいき交流教室は、元

職員の野田晴生さんとたちばな支援学校の

原 由季子さんに、三線演奏をしていただき

ました。 

「涙そうそう」「島人ぬ宝」など、沖縄の風

景や活気が窺えるような演奏と歌に、生徒の

みなさんは、体でリズムを取ったり、ゆった

りと聴き入っていました。 

三 線 

〈Theme〉吾
わが

等
ら

の和歌山どんなとこ？ ～食と文化の修学旅行～ 
11月 11日(水)～13(金)に、中学部３学年（通学生）は、 

新宮市内から田辺市までを「食と文化の修学旅行」と題 

した修学旅行に行ってきました。 

ただ、クラスの１名は、旅行に不安があり、行かない 

ことを選択しました。担任が、ZOOMをつないで参加す 

ることを提案すると、「うん」と、リモート修学旅行がで 

きるようになりました。 

 話はそれますが、１１月７日の文化祭でも、和歌山病 

院（入院生）と体育館を ZOOMでつなぎました。ご来 

場いただいた方々から、「入院生も一緒に参加することが 

できて本当によかった。」と、いただきました。そして、 

３月から面会できないご家族の方も駆けつけてくれて、 

画面を通して声をかけていただくなど、演出にも一役買 

っていただきました。「リモートで心がつながった」と 

思わされた瞬間でした。 

双方向という意味をメディアを利用して、遠隔で映像 

・音声のやり取りを行い、気持ちがつながることと捉えたいと思ってい 

ます。 

話を修学旅行に戻します。欠席の生徒には、リモートにより、箇所箇 

所の風景やみんなの雰囲気が伝えられました。いつもより言葉数の多い 

返信がありました。２日目までは、カメラ撮影は教師ばかりでしたが、 

３日目のケニア号で、生徒の気持ちがつながっていたことを確認しまし 

た。教師が持っていたカメラに手を伸ばし、動物の撮影を始めたのです。 

「一緒に、見よう！」 

 

 

 

車窓から 


